
◎ 学びの効果
オリーブ産地化プロジェクトに取り組むことで、オリーブの知識を身につけ、
体験イベントで地域の皆さんと交流し、オリーブがつなぐ社会活動の価値を
知ることができた。
大学祭では、オリーブオイルを使ったリップやバスボム、オリーブハートの
しおりの制作やスタンプラリーを通じて、オリーブの「楽しい」をプロデュー
スした。
今年度の主目的であるオリーブ葉加工食品の開発では、オリーブショコラの
販売にたどり着き、学生自らデザインしたロゴマークやポップが、キャンパ
ス内ローソンの店頭を飾ることとなった。オリーブ文化の普及により、「ヘ
ルスケアのまちづくり」につながる活動ができた。

◎学びの効果
参加学生は、１年を通じて、様々な地域で様々なプロジェクトを実践した
ことにより、東金市・山武市・いすみ市における様々なステークホルダー
との人間関係を育みながら一過性ではなく継続的な学びができた。
とくに、ほとんどの取り組みを学生主体で実施したことで、参加した学生は、
主体性や責任感、プロジェクト推進力やチームワークを行える力を養うこ
とができた。 

◎ 目的
千葉県を代表する自然である里山環境は、農業と密接に結びついている。
とくに、本学が立地している山武郡市域は、豊かな里山環境と農業などの一次
産業が盛んである。
そこで、本プロジェクトでは、地域の自然環境の保全と食糧生産の持続可能性
に関する地域課題について地域の方々と連携しながら取り組み解決することを
目的としている。

提供学科 : 経営情報学科
◎ 実施内容
・地域の絶滅危惧種トウキョウサンショウウ
オの保全研究活動 ( 山武個体群の分布調査、
生息地の保全など )。
・大学近隣の里山に生息するヘイケボタルと
ゲンジボタルの保全と地域振興への活用 (月
一回 )
・竹害の解決に向けた実験的な試みとして、
竹炭をうどんに混ぜたうどんを考案し、企
業のビジネスコンテストで提案を行った。 
・いちご生産の援農の試みとして、人手不足
解消のための販売支援とフードロスとして
摘み取った苺の再活用事業を実施。 
・移住者促進をはかる古民家カフェの運営を
行い、提供する有機食材のメニュー考案。 




